




















































































れると同時に,環境保全的な役割を果た している｡ このような集団林における利用 ･保護 と,
アグロフォレス トリー園地における創出 ･利用の実態を解析することは,保山地域全体の環境
回復,および人 と自然 との調和的な関係の再建を考える上で意義深い｡
以上の問題意識のもと,本論は怒江西岸の山腹の多民族村 を対象 とし,村の森林の景観 を解
析する｡ 具体的には,集団林 とアグロフォレス トリー園地を取 り上げ,その天然林に対する利
用 と管理の実態,及び新 しい人工林を創出する技術 と人工林の利用について考察する｡ それに





いる｡ 東は臨槍 (Lincang)地区,東北は大理 (Dali)白族自治州,北は怒江 (Nujiang)傑僕族自
治州,西南 は徳宏 (Dehong)俸族景頗族自治州,西北 と南は ミャンマーに接 している｡ 国境線
は167.78kmに亘っている｡当地区は保山市 と施旬 (shidian)県,騰沖 (Tengchong)県,龍陵







































いない｡それらの7民族とは,葬族 (yi),俸族 (dai),傑傑族 (li-su),自族 (bai),回族 (hui),
苗族 (miao)と阿昌族 (a-chang)である｡ 人口が千人以下の 5民族は,徳昂族 (de-ang),侶族










保山市には,川岸 ･盆地,低山 ･丘,山岳のさまざまな景観が形成されている｡ 菅寛郷は保山
市の西北部にあり,高黍貢山の東麓,主に怒江の西岸に位置している｡ 郷政府の所在地は苦寛




表 1 苦寛郷の人口構造 (1990年)
単位 :人
総人口 漢民族 葬族 俸族 快便族 白族 苗族 回族 満族 怒族 布依族
33,773 14,308 7,368 5,070 3,571 1,673 1,528 204 40 9 2
100% 42.36% 21.81% 15% 10.57% 4.96% 4.53% 0.61% 0.12% 0.03% 0.01%


















面積 人口 人口密度 耕地の面積 1人当りの耕地面積
(km2) (人) (人/km2) (1km2-1,500ムー) (ムー)










でもある｡ 菅寛郷には14の村公所2)があり,私が調査 したのは白花林村公所である｡ 白花林














白花林村公所は八つの社 (村落)から成る｡ すなわち,ハンロン (漠龍,ham-long),イータ






ファーリン (白花林,b｡i-h｡a-1in上 マ-リーシャン (麻栗山,ma-1i-sham),マンガン 借 間,
mang-gang)とマンファン (亡兄,mang-huang)である｡
白花林村公所の八つの社は全部山の斜面に位置する｡海抜が 一番高いのはハンロン社であり,
標高 1,500mである｡次いでイータン社 とグーシン社が高 く,標高は1･400mである｡ タオー
ユ ァンとバイ-ファーリン,マ- )-シャン,マンガンの四社は標高 1.200m付近にある0-




















Li,il人口 総戸数 ｣ 1.漢 民 族
社 名
2.少 数 民 族
198 45 138 69.7 60
366 81 175 47.8 191
165 37 74 44.8 91
156 33 52 33.3 104
368 89 269 73.1 99
302 74 126 41.7 176
404 94 238 58.9 166


























































農地は主に海抜 800-1,800mの間に分布 し,水田と畑 と園地に分けられる｡水田は主に村
落より海抜の低い谷及び棚田に分布 し,畑と園地は主に村落の周辺及び村落より海抜の高い斜










いことは次の節に述べる｡ 法定耕地は,1980-1983年に ｢家庭連産承包責任制｣3)を実施 した
表5 白花林村の土地利用状況 (1996年)
(単位 :ムー)
林 地 法定耕地 新開墾耕地 住民用地 相内道路 村内河川 養魚池 荒れ地 総 計


























年 代 耕地総面積(ムー)1.水田(ムー)2.畑(ムー) 人口(人)1人当りの耕地面積(ムー)
1954年 3,432 2,260 1,172 862 3.98
1965年 3,902 2,139 1,750 1,060 3.68
1984年* 3,315 2,111 1,204 1,755 1.89
1992年 3,315+4,036 2,111 1,204+4,036 1,952 3.77














110 水稲 1,450 茶園 20
31 トウモロコシ 280 バナナ園 12
97 大豆 50 ミカン園 43
























































































今 まで,建材の多 くは昔 (林業三宝以前)に伐採されて置かれていたものである｡ これらの
木材はたいてい池や水溜まりに浸 して保存されている｡柱や梁の用材が多い｡また,近所の自
然保護区管理ステーションからも建材を買っている｡それは過去に乱伐されても外に運ばれず,
自然保護区に置かれてきた樹木 (直径が 1m,長さが 50mほど)である｡ この十数年,共有林
に頼る建材の多 くは垂木のような細 い 用材だけである｡ 垂木用の建材を伐採するためには,ま
ず,村民は社委員会に申込書を出す｡杜委員会は審査 した上で伐採の許可を発行する｡ この許
可には伐採する木の本数が決まっている｡ 伐採は護林員が指定 した,一般に樹木の繁茂 した所
で行 う｡ 護林員は伐採を監督 し,｢山本費｣を徴収する｡ 山本費は ｢架｣(1架-2本)という







































んは言う｡ ミ-さんの母親は傑僕族の首領の家に生まれ, ミ-さん一家が白花林へ降 りてきた
時,母親の実家の部落はすべてミャンマー-移動 した｡ ミャンマーで何があったのかは分から









































項目 水 田 畑小計 サ トウキビ 水稲 小計 トウモロコシ杉+サ トウキビコーヒー 大豆
数量 5.8ムー 3ムー 2ムー 10ムー 3ムー 4ムー 1ムー 2ムー
用途 換金用 自家消費 飼料 杉 :自家消費サ 換金用 換金用 自家消費
家 屋 の 庭 内 1 牛 豚
394
鷲




































































































































29 38 11 19
45 55 12 38
28 17 2 22
24 21 3 20
32 71 6 16
43 43 9 11
65 20 8 35









合 計 276 285 58 169 2 790






























表 10 白花林村の黄山羊の飼育頭数 (1997年)
社 名 ハ ンロ ン イータン グ-シ ン 合計
黄 山 羊 94 12 65 171
399
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表 11 白花林村の豚の飼育頭数 (1997年)
社名 ハンロン イー タン グ-シンタオー ユ7ン バイー ファー リン マ-リー シャン マンガン マンフアン 合計 戸平均





豚に対する飼育は二段階に分けられる｡ 第一段階は ｢吊架子 (diao-jia-zi)｣と呼ばれ,豚の



























社名 ハンロン イー タン グー シン ダ寸-ユ7ン バイー 77-7)) マ-i)-シャン マンガン マンフアン 合計 戸平均




















































































的な農耕法としてきた｡西双版約の俸族は樟 ･茶園や,薪炭林の栽培などを古 くから実践 して
きた｡それらは村びとに経済的収入をもたらす一方,村の景観にも潤いのある緑をもたらし,
また,自然林の伐採をも抑制した,優れた技術である [郭 1997]｡保山においても,アグロフォ

















































図6 カジノキ･茶園の断面図 写真 3 青刈飼料とされるカジノキの菓
木と組み合わせた茶園も存在している｡例えば,早冬瓜 ･茶園やユーカリ･茶園などが騰沖県









































に,夏の初めごろと秋の終 りごろ1回ずつ労走する｡ 勇志 して得た葉は豚の飼料とし,皮をむ
いた枝は薪とする｡ 村びとの話によると,春には葉が生え,初夏になると,樹冠の形ができて
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用いる｡ クル ミの木材は硬 く,生産工具 (普,狩猟用の銃の銃床)に使われる｡ 白花林村の村


















いる (図 8参照)｡家屋のすぐ隣は0.6ムーの菜園がある｡ 菜園には野菜が植えられて,梨の木
も5, 6本ある｡菜園の後ろ斜面は トウモロコシ畑であり,それを登っていくと,ウ-氏のク
ルミ園に着 く｡このクルミ園はウ-氏が所有する園地の一部で,クリ園とつながっている｡面
積 6ムーの園地にはクルミ園が4ムー,クリ園が 2ムーある. クルミの木は1982年に植えられ
たものもあれば,最近植えられたものもある｡1982年に植えられたクル ミの木は高さが 20m
に近 く,樹冠が大きい｡これらの樹木からは毎年 3万個のクル ミの実が生産される｡




る人もいる｡ 村びとがクル ミを売る時は個数で計算する｡ これは町で重量によって計算される














表 13 ウ-氏の家の家計情報 (1996年)
項 目 数量 生産量 用途
小計 10ムー
水 サトウキビ 4ムー 20トン 換金用 4,000元
田 水稲 5ムー 4､000キロ 自家消費十換金用 2,000元
コーヒー 1ムー *
小計 13.3ムー
トウモロコシ 3ムー 900キロ 飼料
クルミ園 4ムー 3万個 換金用





























収は17,500元を示 している｡ つまり1人当りの収入は3,000元に近 い ｡ この収入はハンロン社


































































4年 目には, ミカン樹はより大きくなり,果実がなるようになる｡ 園地には緑肥植物や野菜
を間作する｡間作 した緑肥植物の一部が豚の飼料になる｡冬になる前に緑肥植物が生えた地の



























小計 サトウキビ 水稲 小計 トウモロコシ十大豆
9.7ムー 8ムー 1.7ムー 8ムー 3ムー












































最近,コウヨウザンと同 じスギ科の禿杉 (中国語 tu-sha,Tat'wam'aflmiSianaGaussen.)も導
415
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?? ? ?????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ‥‥‥‥ ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ‥ ‥ ? ? ?
l年目:コクヨケゲン qEX)本) 3年目:コクヨウザン 剛 5年目:コクヨウザン 60本)
+トウモロコシ +トウモロコシ
























樹種 クルミ クリ カリン 梨 杉 ナンボク チャンチン 雲南松 花椴*

















ロが20元である｡ 売 り上げから生産コストを引い た純利益は1ムー当たり4,500-5,000元であ


















+ コ-ヒ- eKX)木) ⑳･I僕
1,2年目





















がある｡ 花板は山板の一種で,昔は ｢秦椴 (°in-jiao)｣と呼ばれていた｡四川省で生産された




















供 し,茶を買う支出を節約できる｡ その上,農家に薪や青刈飼料なども提供できる｡ 果樹園の
場合では,クルミ園,クリ園は農家の主な現金収入の源であり,また最初の4, 5年に農作物
の トウモロコシ,小麦を生産する場でもある｡ミカン園は農家に現金収入をもたらしたうえで,
トウモロコシ,小麦,野菜 も生産できる｡ 簡単に計算 してみよう｡ 1ムーの土地に トウモロコ
シの単一栽培を行 うと,500キロの トウモロコシが収穫できる｡ これは250-300元の現金収入
に相当する｡ しか し, ミカンと間作すると,1ムーの土地に トウモロコシが200キロしか収穫
できないが, ミカンの果実は最低でも1,000-1,500キロが収穫できる｡ 両方の収穫量を現金に
換算すると2,000元以上になる｡ つまり, ミカン+ トウモロコシの複合栽培は村びとにもたら
す経済利益が単一 トウモロコシ栽培のそれの6- 7倍ある｡菜園での梨あるいは柿の栽培は日
常消費の野菜を常に生産するうえ,現金収入になる梨や柿 も生産できる｡ 木材用の樹木園は村
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